
作
品
発
表
に
加
え

   

仲
間
づ
く
り
の
場
が
あ
り
ま
す

誌
上
大
会

応
募
要
項

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
各
大
会
に
規
定
の
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

●
題
詠

　※

短
歌
・
俳
句
大
会
題
詠
は
、
題
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
作
品
募
集
と
な
り
ま
す
の
で
、
作
品
に
題
の
漢
字
が
は
い

　
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

　※

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。
　
●
二
重
投
稿
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
作
者
ご
本
人
か
ら
の
ご
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
１
８
６ 

ー 

８
０
０
１
　
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２ 

ー 

３
６ 

ー 

２

　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
事
務
局
　
☎
０
４
２ 

ー 

５
７
２ 

ー 

３
１
５
１
（
代
）　
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
30
分

賞
・
発
表

●
大
会
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
）、
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作
・
入
選
な
ど
。

●
特
選
・
秀
作
内
定
者
に
は
事
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
た
方
に
は
当
日
会
場
で
入
選
作
品
集
を
お
渡
し
し
ま
す
（
誌
上
大
会
を
除
く
）。

　
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
に
は
、
大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鎌倉市
短歌・俳句大会
短歌 5/16（木）　俳句 5/17（金）

各大会の詳しい案内・投稿用紙をご請求ください。

短
歌
投
稿
料

●
自
由
題
一
首

　
　
　
　
　
　
二
、〇
〇
〇
円

●
自
由
題
一
首
と
題
詠
一
首

　
　
　
　
　
　
二
、
八
〇
〇
円

一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

俳
句
投
句
料

●
自
由
題
二
句

二
、〇
〇
〇
円

●
自
由
題
二
句
と
題
詠
一
句

二
、
八
〇
〇
円

一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

川
柳
投
句
料

●
雑
詠
二
句 

一
、
二
〇
〇
円

●
雑
詠
二
句
と
課
題
各
二
句

二
、
四
〇
〇
円

一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

誌
上
短
歌
大
会

誌
上
俳
句
大
会

誌
上
川
柳
大
会

発
　
表

イ
ベ
ン
ト
形
式
で
の
大
会
は
開
催
し
な
い
誌
上
で
完
結
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

大
会
の
結
果
は
、
入
選
作
品
集
に
ま
と
め
、
投
稿
者
全
員
に
お
届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

第
５
回

２
０
２
０
年
３
月
３
日（
火
）発
行

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

選
　
者

足
立
敏
彦（
新
墾
・
潮
音
）

内
田
弘（
新
ア
ラ
ラ
ギ
）

大
朝
暁
子（
原
始
林
）

押
山
千
恵
子（
未
来
・
群
帆
）

春
日
い
づ
み（
水
甕
・
鮎
）

時
田
則
雄（
劇
場
）

西
勝
洋
一（
短
歌
人
・
か
ぎ
ろ
ひ
）

交
渉
中

募
　
集

自
由
題
一
首
・
題
詠
一
首

題
詠「
道
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は
、「
道
」の
文
字
が

　
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

投
稿
締
切
２
０
１
９
年
12
月
22
日（
日
）

発
　
表

第
３
回

２
０
２
０
年
３
月
10
日（
火
）発
行

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

選
　
者

募
　
集

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句

題
詠「
道
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は
、「
道
」の
文
字
が

　
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

投
句
締
切
２
０
１
９
年
12
月
22
日（
日
）

発
　
表

第
５
回

２
０
１
９
年
８
月
９
日（
金
）発
行

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

選
　
者

荒
川
八
洲
雄（
中
日
川
柳
会
）

川
田
佳
主
子（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
）

清
水
か
お
り（
川
柳
木
馬
）

高
橋
み
っ
ち
ょ（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
）

樋
口
由
紀
子（
晴
）

間
瀬
田
紋
章（
宮
崎
番
傘
川
柳
会
）

【
雑
詠
】荒
川
八
洲
雄
・
樋
口
由
紀
子

【
課
題
① 「
い
よ
い
よ
」】清
水
か
お
り
・
高
橋
み
っ
ち
ょ

【
課
題 

②「
低
い
」】川
田
佳
主
子
・
間
瀬
田
紋
章

募
　
集

雑
詠
二
句
・
課
題
各
二
句

課
題「
い
よ
い
よ
」「
低
い
」

投
句
締
切
２
０
１
９
年
６
月
20
日（
木
）

２
０
１
９
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
ご
案
内

日
頃
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大

会
に
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
多
く
の
方
に
ご
来
場
賜

り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
は
、
鎌
倉
、

伊
香
保
、武
蔵
野
、月
山
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

各
地
で
、
選
者
と
愛
好
家
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
有
意
義
な
１
日
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
選
を
受
け
る
楽
し
さ
、
会
場

で
は
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
が
つ
な
ぐ
輪
の
確

か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

誌
上
大
会
も
多
く
の
ご
投
稿
を
頂
戴
し
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
投
稿
、
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
事
務
局

生涯学習フェスティバル生涯学習フェスティバル

伊香保
短歌・俳句大会
短歌 6/25（火）　俳句 6/26（水）

武蔵野市
短歌・俳句大会

短歌 8/2（金）　俳句 8/3（土）

月 山
俳句大会
俳句 10/23（水）

投稿者全員に入選作品集をお届けします

会場参加されない方の
ご投稿もお待ちしています
会場参加されない方の
ご投稿もお待ちしています



日

　時

会

　場

鎌
倉
芸
術
館 

小
ホ
ー
ル

選

　者

大
下
一
真
・
尾
崎
左
永
子
・
永
田
和
宏
・
東 

直
子

締

　切

２
０
１
９
年
３
月
１
日（
金
）消
印
有
効

当
日
詠
募
集「
鎌
倉
の
夏
を
詠
む
」

募

　集

瑞泉寺瑞泉寺

鎌
倉
市
短
歌
大
会

自
由
題
一
首
・
題
詠
一
首
　
題
詠「
山
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
山
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
５
月
16
日（
木
）

午
後
一
時
〜
四
時

日

　時

会

　場

鎌
倉
芸
術
館 

小
ホ
ー
ル

選

　者

宇
多
喜
代
子
・
髙
柳
克
弘
・
星
野
高
士
・
星
野 

椿
・
堀
本
裕
樹

締

　切

２
０
１
９
年
３
月
１
日（
金
）消
印
有
効

当
日
句
募
集「
鎌
倉
の
夏
を
詠
む
」

募

　集

鼎

　談

「
俳
句
の
力
」

江ノ電

鎌
倉
市
俳
句
大
会

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句
　
題
詠「
山
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
山
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
５
月
17
日（
金
）

午
後
一
時
〜
四
時

江ノ電

星野椿 星野高士宇多喜代子

鼎

　談

「
四
季
の

  

移
ろ
い
を
詠
む
」大下一真 尾崎左永子永田和宏

日

　時

会

　場

ホ
テ
ル
天
坊

選

　者

沖
な
な
も
・
斉
藤
斎
藤
・
坂
井
修
一
・
高
木
佳
子

締

　切

２
０
１
９
年
４
月
５
日（
金
）消
印
有
効

当
日
詠
募
集「
伊
香
保
の
夏
を
詠
む
」

募

　集 伊
香
保
短
歌
大
会

自
由
題
一
首
・
題
詠
一
首
　
題
詠「
温
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
温
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
６
月
25
日（
火
）

午
後
一
時
〜
四
時

対

　談

「
短
歌
と
俳
句
の

　
　

  

現
場
か
ら
」坂井修一

石段街石段街

日

　時

会

　場

武
蔵
野
市
民
文
化
会
館

選

　者

岡
井 

隆
・
小
島
ゆ
か
り
・
花
山
多
佳
子
・
藤
島
秀
憲
・
穂
村 

弘

締

　切

２
０
１
９
年
５
月
31
日（
金
）消
印
有
効

当
日
詠
募
集「
武
蔵
野
の
夏
を
詠
む
」

募

　集
武
蔵
野
市
短
歌
大
会

自
由
題
一
首
・
題
詠
一
首
　
題
詠「
野
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
野
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
８
月
２
日（
金
）

午
後
一
時
〜
四
時

鼎

　談

「
わ
た
し
と
短
歌
」

日

　時

会

　場

ホ
テ
ル
天
坊

選

　者

小
澤 

實
・
木
暮
陶
句
郎
・
鴇
田
智
哉
・
西
村
和
子

締

　切

２
０
１
９
年
４
月
５
日（
金
）消
印
有
効

当
日
句
募
集「
伊
香
保
の
夏
を
詠
む
」

募

　集 伊
香
保
俳
句
大
会

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句
　
題
詠「
温
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
温
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
６
月
26
日（
水
）

午
後
一
時
〜
四
時

対

　談

「
名
句
の
所
以
」小澤 實西村和子

伊香保温泉飲泉所伊香保温泉飲泉所

武蔵野市民文化会館

日

　時

会

　場

武
蔵
野
市
民
文
化
会
館

選

　者

片
山
由
美
子
・
岸
本
葉
子
・
神
野
紗
希
・
小
島 

健
・
鈴
木
章
和

締

　切

２
０
１
９
年
５
月
31
日（
金
）消
印
有
効

当
日
句
募
集「
武
蔵
野
の
夏
を
詠
む
」

募

　集
武
蔵
野
市
俳
句
大
会

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句
　
題
詠「
野
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
野
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
８
月
３
日（
土
）

午
後
一
時
〜
四
時

対

　談

「
十
七
音
への

　
　
　

   

挑
戦
」片山由美子鈴木章和

武蔵野市民文化会館

日

　時

会

　場

西
川
交
流
セ
ン
タ
ー「
あ
い
べ
」大
ホ
ー
ル

選

　者

柏
原
眠
雨
・
津
高
里
永
子
・
星
野
高
士
・
宮
坂
静
生

【
当
日
句
選
者
】阿
部
月
山
子
・
庄
司
り
つ
こ
・
鈴
木
正
子
・
工
藤
稲
邨

締

　切

２
０
１
９
年
７
月
１
日（
月
）消
印
有
効

当
日
句
募
集「
月
山
の
秋
を
詠
む
」

募

　集 月
山
俳
句
大
会

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句
　
題
詠「
信
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
信
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
10
月
23
日（
水
）

午
後
一
時
〜
四
時

講

　演

「
月
山
と
芭
蕉
」宮坂静生 西村和子穂村 弘

武蔵野市民文化会館

武蔵野市民文化会館

2018年度開催の大会より

小島ゆかり花山多佳子



日

　時

会

　場

鎌
倉
芸
術
館 

小
ホ
ー
ル

選

　者

大
下
一
真
・
尾
崎
左
永
子
・
永
田
和
宏
・
東 

直
子

締

　切

２
０
１
９
年
３
月
１
日（
金
）消
印
有
効

当
日
詠
募
集「
鎌
倉
の
夏
を
詠
む
」

募

　集

瑞泉寺瑞泉寺

鎌
倉
市
短
歌
大
会

自
由
題
一
首
・
題
詠
一
首
　
題
詠「
山
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
山
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
５
月
16
日（
木
）

午
後
一
時
〜
四
時

日

　時

会

　場

鎌
倉
芸
術
館 

小
ホ
ー
ル

選

　者

宇
多
喜
代
子
・
髙
柳
克
弘
・
星
野
高
士
・
星
野 

椿
・
堀
本
裕
樹

締

　切

２
０
１
９
年
３
月
１
日（
金
）消
印
有
効

当
日
句
募
集「
鎌
倉
の
夏
を
詠
む
」

募

　集

鼎

　談

「
俳
句
の
力
」

江ノ電

鎌
倉
市
俳
句
大
会

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句
　
題
詠「
山
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
山
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
５
月
17
日（
金
）

午
後
一
時
〜
四
時

江ノ電

星野椿 星野高士宇多喜代子

鼎

　談

「
四
季
の

  

移
ろ
い
を
詠
む
」大下一真 尾崎左永子永田和宏

日

　時

会
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ホ
テ
ル
天
坊
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沖
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も
・
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・
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・
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子

締
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５
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有
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日
詠
募
集「
伊
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む
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温
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詠
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応
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。
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０
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９
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・
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９
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時
〜
四
時

対

　談

「
名
句
の
所
以
」小澤 實西村和子

伊香保温泉飲泉所伊香保温泉飲泉所

武蔵野市民文化会館

日

　時

会

　場

武
蔵
野
市
民
文
化
会
館

選

　者

片
山
由
美
子
・
岸
本
葉
子
・
神
野
紗
希
・
小
島 

健
・
鈴
木
章
和

締

　切

２
０
１
９
年
５
月
31
日（
金
）消
印
有
効

当
日
句
募
集「
武
蔵
野
の
夏
を
詠
む
」

募

　集
武
蔵
野
市
俳
句
大
会

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句
　
題
詠「
野
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
野
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
８
月
３
日（
土
）

午
後
一
時
〜
四
時

対

　談

「
十
七
音
への

　
　
　

   

挑
戦
」片山由美子鈴木章和

武蔵野市民文化会館

日

　時

会

　場

西
川
交
流
セ
ン
タ
ー「
あ
い
べ
」大
ホ
ー
ル

選

　者

柏
原
眠
雨
・
津
高
里
永
子
・
星
野
高
士
・
宮
坂
静
生

【
当
日
句
選
者
】阿
部
月
山
子
・
庄
司
り
つ
こ
・
鈴
木
正
子
・
工
藤
稲
邨

締

　切

２
０
１
９
年
７
月
１
日（
月
）消
印
有
効

当
日
句
募
集「
月
山
の
秋
を
詠
む
」

募

　集 月
山
俳
句
大
会

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句
　
題
詠「
信
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は「
信
」の
漢
字
が
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
10
月
23
日（
水
）

午
後
一
時
〜
四
時

講

　演

「
月
山
と
芭
蕉
」宮坂静生 西村和子穂村 弘

武蔵野市民文化会館

武蔵野市民文化会館

2018年度開催の大会より

小島ゆかり花山多佳子



作
品
発
表
に
加
え

   

仲
間
づ
く
り
の
場
が
あ
り
ま
す

誌
上
大
会

応
募
要
項

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
各
大
会
に
規
定
の
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

●
題
詠

　※

短
歌
・
俳
句
大
会
題
詠
は
、
題
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
作
品
募
集
と
な
り
ま
す
の
で
、
作
品
に
題
の
漢
字
が
は
い

　
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

　※

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。
　
●
二
重
投
稿
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
作
者
ご
本
人
か
ら
の
ご
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
１
８
６ 

ー 

８
０
０
１
　
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２ 

ー 

３
６ 

ー 

２

　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
事
務
局
　
☎
０
４
２ 

ー 

５
７
２ 

ー 

３
１
５
１
（
代
）　
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
30
分

賞
・
発
表

●
大
会
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
）、
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作
・
入
選
な
ど
。

●
特
選
・
秀
作
内
定
者
に
は
事
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
た
方
に
は
当
日
会
場
で
入
選
作
品
集
を
お
渡
し
し
ま
す
（
誌
上
大
会
を
除
く
）。

　
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
に
は
、
大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鎌倉市
短歌・俳句大会
短歌 5/16（木）　俳句 5/17（金）

各大会の詳しい案内・投稿用紙をご請求ください。

短
歌
投
稿
料

●
自
由
題
一
首

　
　
　
　
　
　
二
、〇
〇
〇
円

●
自
由
題
一
首
と
題
詠
一
首

　
　
　
　
　
　
二
、
八
〇
〇
円

一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

俳
句
投
句
料

●
自
由
題
二
句

二
、〇
〇
〇
円

●
自
由
題
二
句
と
題
詠
一
句

二
、
八
〇
〇
円

一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

川
柳
投
句
料

●
雑
詠
二
句 

一
、
二
〇
〇
円

●
雑
詠
二
句
と
課
題
各
二
句

二
、
四
〇
〇
円

一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

誌
上
短
歌
大
会

誌
上
俳
句
大
会

誌
上
川
柳
大
会

発
　
表

イ
ベ
ン
ト
形
式
で
の
大
会
は
開
催
し
な
い
誌
上
で
完
結
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

大
会
の
結
果
は
、
入
選
作
品
集
に
ま
と
め
、
投
稿
者
全
員
に
お
届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

第
５
回

２
０
２
０
年
３
月
３
日（
火
）発
行

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

選
　
者

足
立
敏
彦（
新
墾
・
潮
音
）

内
田
弘（
新
ア
ラ
ラ
ギ
）

大
朝
暁
子（
原
始
林
）

押
山
千
恵
子（
未
来
・
群
帆
）

春
日
い
づ
み（
水
甕
・
鮎
）

時
田
則
雄（
劇
場
）

西
勝
洋
一（
短
歌
人
・
か
ぎ
ろ
ひ
）

交
渉
中

募
　
集

自
由
題
一
首
・
題
詠
一
首

題
詠「
道
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は
、「
道
」の
文
字
が

　
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

投
稿
締
切
２
０
１
９
年
12
月
22
日（
日
）

発
　
表

第
３
回

２
０
２
０
年
３
月
10
日（
火
）発
行

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

選
　
者

募
　
集

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句

題
詠「
道
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は
、「
道
」の
文
字
が

　
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

投
句
締
切
２
０
１
９
年
12
月
22
日（
日
）

発
　
表

第
５
回

２
０
１
９
年
８
月
９
日（
金
）発
行

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

選
　
者

荒
川
八
洲
雄（
中
日
川
柳
会
）

川
田
佳
主
子（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
）

清
水
か
お
り（
川
柳
木
馬
）

高
橋
み
っ
ち
ょ（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
）

樋
口
由
紀
子（
晴
）

間
瀬
田
紋
章（
宮
崎
番
傘
川
柳
会
）

【
雑
詠
】荒
川
八
洲
雄
・
樋
口
由
紀
子

【
課
題
① 「
い
よ
い
よ
」】清
水
か
お
り
・
高
橋
み
っ
ち
ょ

【
課
題 

②「
低
い
」】川
田
佳
主
子
・
間
瀬
田
紋
章

募
　
集

雑
詠
二
句
・
課
題
各
二
句

課
題「
い
よ
い
よ
」「
低
い
」

投
句
締
切
２
０
１
９
年
６
月
20
日（
木
）

２
０
１
９
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
ご
案
内

日
頃
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大

会
に
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
多
く
の
方
に
ご
来
場
賜

り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
は
、
鎌
倉
、

伊
香
保
、武
蔵
野
、月
山
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

各
地
で
、
選
者
と
愛
好
家
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
有
意
義
な
１
日
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
選
を
受
け
る
楽
し
さ
、
会
場

で
は
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
が
つ
な
ぐ
輪
の
確

か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

誌
上
大
会
も
多
く
の
ご
投
稿
を
頂
戴
し
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
投
稿
、
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
事
務
局

生涯学習フェスティバル生涯学習フェスティバル

伊香保
短歌・俳句大会
短歌 6/25（火）　俳句 6/26（水）

武蔵野市
短歌・俳句大会

短歌 8/2（金）　俳句 8/3（土）

月 山
俳句大会
俳句 10/23（水）

投稿者全員に入選作品集をお届けします

会場参加されない方の
ご投稿もお待ちしています
会場参加されない方の
ご投稿もお待ちしています



作
品
発
表
に
加
え

   
仲
間
づ
く
り
の
場
が
あ
り
ま
す

誌
上
大
会

応
募
要
項

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
各
大
会
に
規
定
の
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

●
題
詠

　※

短
歌
・
俳
句
大
会
題
詠
は
、
題
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
作
品
募
集
と
な
り
ま
す
の
で
、
作
品
に
題
の
漢
字
が
は
い

　
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

　※

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。
　
●
二
重
投
稿
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
作
者
ご
本
人
か
ら
の
ご
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
１
８
６ 

ー 

８
０
０
１
　
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２ 

ー 

３
６ 

ー 

２

　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
事
務
局
　
☎
０
４
２ 

ー 

５
７
２ 

ー 

３
１
５
１
（
代
）　
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
30
分

賞
・
発
表

●
大
会
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
）、
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作
・
入
選
な
ど
。

●
特
選
・
秀
作
内
定
者
に
は
事
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
た
方
に
は
当
日
会
場
で
入
選
作
品
集
を
お
渡
し
し
ま
す
（
誌
上
大
会
を
除
く
）。

　
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
に
は
、
大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鎌倉市
短歌・俳句大会
短歌 5/16（木）　俳句 5/17（金）

各大会の詳しい案内・投稿用紙をご請求ください。

短
歌
投
稿
料

●
自
由
題
一
首

　
　
　
　
　
　
二
、〇
〇
〇
円

●
自
由
題
一
首
と
題
詠
一
首

　
　
　
　
　
　
二
、
八
〇
〇
円

一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

俳
句
投
句
料

●
自
由
題
二
句

二
、〇
〇
〇
円

●
自
由
題
二
句
と
題
詠
一
句

二
、
八
〇
〇
円

一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

川
柳
投
句
料

●
雑
詠
二
句 

一
、
二
〇
〇
円

●
雑
詠
二
句
と
課
題
各
二
句

二
、
四
〇
〇
円

一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

誌
上
短
歌
大
会

誌
上
俳
句
大
会

誌
上
川
柳
大
会

発
　
表

イ
ベ
ン
ト
形
式
で
の
大
会
は
開
催
し
な
い
誌
上
で
完
結
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

大
会
の
結
果
は
、
入
選
作
品
集
に
ま
と
め
、
投
稿
者
全
員
に
お
届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

第
５
回

２
０
２
０
年
３
月
３
日（
火
）発
行

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

選
　
者

足
立
敏
彦（
新
墾
・
潮
音
）

内
田
弘（
新
ア
ラ
ラ
ギ
）

大
朝
暁
子（
原
始
林
）

押
山
千
恵
子（
未
来
・
群
帆
）

春
日
い
づ
み（
水
甕
・
鮎
）

時
田
則
雄（
劇
場
）

西
勝
洋
一（
短
歌
人
・
か
ぎ
ろ
ひ
）

交
渉
中

募
　
集

自
由
題
一
首
・
題
詠
一
首

題
詠「
道
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は
、「
道
」の
文
字
が

　
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

投
稿
締
切
２
０
１
９
年
12
月
22
日（
日
）

発
　
表

第
３
回

２
０
２
０
年
３
月
10
日（
火
）発
行

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

選
　
者

募
　
集

自
由
題
二
句
・
題
詠
一
句

題
詠「
道
」（
テ
ー
マ
詠
）

※

題
詠
は
、「
道
」の
文
字
が

　
入
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。

投
句
締
切
２
０
１
９
年
12
月
22
日（
日
）

発
　
表

第
５
回

２
０
１
９
年
８
月
９
日（
金
）発
行

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

選
　
者

荒
川
八
洲
雄（
中
日
川
柳
会
）

川
田
佳
主
子（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
）

清
水
か
お
り（
川
柳
木
馬
）

高
橋
み
っ
ち
ょ（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
）

樋
口
由
紀
子（
晴
）

間
瀬
田
紋
章（
宮
崎
番
傘
川
柳
会
）

【
雑
詠
】荒
川
八
洲
雄
・
樋
口
由
紀
子

【
課
題
① 「
い
よ
い
よ
」】清
水
か
お
り
・
高
橋
み
っ
ち
ょ

【
課
題 

②「
低
い
」】川
田
佳
主
子
・
間
瀬
田
紋
章

募
　
集

雑
詠
二
句
・
課
題
各
二
句
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投
句
締
切
２
０
１
９
年
６
月
20
日（
木
）

２
０
１
９
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
ご
案
内

日
頃
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大

会
に
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
多
く
の
方
に
ご
来
場
賜

り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
は
、
鎌
倉
、

伊
香
保
、武
蔵
野
、月
山
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

各
地
で
、
選
者
と
愛
好
家
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
有
意
義
な
１
日
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
選
を
受
け
る
楽
し
さ
、
会
場

で
は
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
が
つ
な
ぐ
輪
の
確

か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

誌
上
大
会
も
多
く
の
ご
投
稿
を
頂
戴
し
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
投
稿
、
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
事
務
局

生涯学習フェスティバル生涯学習フェスティバル

伊香保
短歌・俳句大会
短歌 6/25（火）　俳句 6/26（水）

武蔵野市
短歌・俳句大会

短歌 8/2（金）　俳句 8/3（土）

月 山
俳句大会
俳句 10/23（水）

投稿者全員に入選作品集をお届けします

会場参加されない方の
ご投稿もお待ちしています
会場参加されない方の
ご投稿もお待ちしています


